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１）広域的な観点
・東京都心部（コア）の開発動向からみた今後の都市開発のあり方
・東京都全体、東京23区の中での対象地の位置づけと施設の更新や新たな施設のニーズ把握

２）国際的な観点
・都市間の国際競争が激化する中、国際化対応で求められる観光等の機能とテーマ

３）地域の観点
・中央区、臨海部（勝どき、晴海、豊洲）での位置づけと役割
・魅力的で開放的な公共空間の形成

４）ネットワークの観点
・首都圏の鉄道ネットワークの延伸・拡充対応、接続強化
・水上交通の拡充・強化、水陸交通の結節点形成
・築地・勝どき・晴海・豊洲の回遊性と連携強化

５）環境の観点
・東京湾の環境への意識の醸成
・国際的に見ても稀有な奥深い内湾の安定した環境の恩恵で発展してきた都市として、
東京湾、隅田川に背を向けた都市づくりからの転換

６）歴史・文脈の観点
・築地、築地市場の歴史を踏まえた施設、景観の整備・保全

７）事業の観点
・大規模開発事業の核となる拠点施設の整備と運営
・恒常的な施設と仮設的・つくり変えていける施設の共存
・借地方式の活かし方

８）参加と情報公開の観点
・開発のプロセスの見える化（ベルリン（インフォボックス）、ハンブルク、柏の葉など）
・現場の拠点施設づくり、エリアマネジメントの仕組みづくり

築地再開発検討の背景と課題について



東京都中央区の超高層建築の立地

超高層建築高さ60m以上の位置(鳥瞰図)

築地市場

【背景と課題１】 21世紀初頭の東京都心部の超高層開発





東京都中央区の超高層建築の建設の変遷

年度別の超高層建築の棟数と主な用途別延べ床面積



東京都千代田区の超高層建築の建設の変遷

図1-2  年度別の超高層建築の棟数と主な用途別延べ床面積









築地の立地条件、歴史・伝統、営みを活かした魅力的な
まちづくりに向けて地区が兼備すべき性能・機能とキーワード．．．

性能・機能 キーワード 取組み施策 …

１．【公共性】 親水・開放的・景観 →隅田川に開く空間づくり

２．【テーマ性】 食・健康・スポーツ →拠点施設づくり

３．【環境性】 東京湾・環境問題・水都 →東京湾と向き合う意識醸成

４．【防災性】 BCP・備蓄・避難（宿泊） →災害時対応の備え

５．【アクセス性】 舟運・BRT・鉄道 →水陸交通の結節点づくり

６．【一体感】 臨海都市・回遊・結節 →築・豊ネットワークづくり

７．【見える化】 プロセス・情報・ビジョン →現場のセンターづくり

８．【マネジメント】 借地方式・公民連携 →エリマネの仕組みづくり

築地再開発に求められる性能・機能について



【国内事例】 見える化・マネジメント

「公・民・学」連携の拠点組織：柏の葉アーバンデザインセンター

【千葉県柏市 柏の葉】

◆2005年つくばエクスプレス（ＴＸ）
開通にあたり、柏の葉の最大の資源
である大学の「知」を活かした先進
的なまちづくりに向けた検討を、千
葉県・柏市・東大・千葉大で着手。

◆「公・民・学」連携組織として、
2006年11月に「柏の葉アーバンデザ
インセンター（ＵＤＣＫ）」を設立。

◆2008年3月に「柏の葉国際キャンパ
スタウン構想」を策定。

◆10年間に駅を中心とした都市開発が
進み、「柏の葉スマートシティ」
「キャンパスタウン」として国内外
から注目。

◆ＵＤＣＫは、「公・民・学」連携に
よる地域主体のアーバンデザインの
拠点組織として、様々なプロジェク
トの推進役を担っている。

2004年(TX開通前）

2016年



・公 民 学 が連携して
・ビジョンを共有し
・推進機関を共同運営する

柏の葉
国際キャンパスタウン構想

ＵＤＣＫ
柏の葉アーバンデザインセンター

推進機関の共同運営将来ビジョンの共有

13

柏の葉のまちづくりの基本的枠組み
【国内事例】 見える化・マネジメント

「公・民・学」連携の仕組み： 【構想】と【アーバンデザインセンター】

・公・民・学が連携

・マスタープラン（構想）を共有

・拠点組織（センター）を共同運営

◆現場の「センター」の役割
・情報が集まる
・人が集まる／活動が集まる
・課題が集まる→センターで調整





世界のアーバンデザインセンター


